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謹
ん
で
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
一
年
が
経
ち
迎
え

た
新
年
で
す
が
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
今
な
お
世
界
規
模
で

の
ま
ん
延
が
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
、
感
染
拡

大
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
、
非
常
に
深
刻
な
事

態
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

全
国
的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、

恒
例
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
や
夏
の

海
水
浴
場
の
開
設
な
ど
を
苦
渋
の

思
い
で
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

客
の
激
減
は
関
連
す
る
産
業
も
含

め
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市

で
は
、
マ
ス
ク
の
全
世
帯
配
布
や
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
、
全
市

民
に
対
す
る
か
つ
う
ら
元
気
応
援

券
の
配
布
、
学
校
や
家
庭
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の
整
備
、

中
小
企
業
等
経
営
支
援
金
の
支
給

な
ど
、
市
民
生
活
お
よ
び
地
域
経

済
を
守
る
た
め
、
迅
速
に
さ
ま
ざ
ま

な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
事
態
の
収
束
が
見
え
ず
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
念
頭

に
感
染
防
止
と
経
済
再
生
の
両
立

に
向
け
て
、
今
後
も
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
市
で
は
、
現
行
の

勝
浦
市
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
が
計
画
期
間
の
満

了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
４
月
か

ら
は
、
新
し
く
策
定
し
た
第
２
期

総
合
戦
略
の
も
と
、｢

安
定
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
場
の
確
保｣

、｢

新
し
い
人
の
流
れ
や
関
係
づ
く
り

の
構
築｣

、｢

子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
の
充
実｣

、｢

ひ
と
が
行
き

交
い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
実

現｣

の
４
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

き
、
産
業
振
興
、
移
住
定
住
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
各
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
代
表

的
な
観
光
施
設
で
あ
る
「
か
つ
う

ら
海
中
公
園
」
に
所
在
す
る
無
料

休
憩
所
を
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ど
を

含
む
施
設
に
改
築
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
観
光
庁
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

に
登
録
さ
れ
た
市
観
光
協
会
や
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
集
客
・
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
体
制
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

長
年
に
わ
た
る
事
業
化
要
望
が
実

り
、
昨
年
、
大
楠
、
大
森
地
区
の

ほ
場
整
備
の
事
業
化
が
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
先
に
事
業
化
し

た
名
木
・
木
戸
地
区
と
併
せ
、
３

地
区
合
計
で
約
１
０
０
ha
の
農
地

に
つ
い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
地

域
農
業
の
持
続
発
展
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
業
を
契

機
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

高
収
益
作
物
栽
培
に
取
り
組
む
な

ど
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
浦
漁
港
の
高
度
衛
生

管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の
建
設
が
昨

年
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業

に
よ
り
、
水
産
物
の
衛
生
管
理
の

強
化
、
作
業
の
効
率
化
や
迅
速
な

出
荷
体
制
を
整
え
、
外
房
地
域
に

お
け
る
拠
点
漁
港
と
し
て
の
機
能

や
産
地
間
競
争
力
の
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
外
来
漁
船
の
誘

致
、
勝
浦
産
水
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
販
路
拡
大
な
ど
を
目
指
す

取
り
組
み
を
一
層
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
世
界
共
通
の

開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏

ま
え
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
各
種
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

引
き
続
き
市
政
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
新
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
健
や
か
に
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早

い
収
束
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

勝
浦
市
長　

土
屋　

元

新年のごあいさつ

「新型コロナウイルスの
早期収束を願い、

勝浦市のさらなる
発展を目指して」
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対
象
に
な
る
方
は
早
め
の
申
告
を
!!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る

中
小
事
業
者
等
へ
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

「
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

ご
存
知
で
す
か
？

　

中
小
事
業
者
等
が
所
有
す
る
事
業
の
用
に

供
す
る
「
事
業
用
家
屋
」
お
よ
び
「
償
却
資

産
」
に
係
る
、
令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産

税
を
１
年
に
限
り
軽
減
し
ま
す
。

  

対
象
中
小
事
業
者
等

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の

連
続
す
る
３
カ
月
間
の
事
業
収
入
の
合
計
が

前
年
同
期
と
比
べ
30
％
以
上
減
少
し
て
お

り
、
性
風
俗
関
連
特
殊
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
左
記
に
示
す
事
業
者
。　

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
１
，０
０
０

人
以
下
の
個
人

②
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の
額
が
１
億

円
以
下
の
法
人

③
資
本
金
ま
た
は
出
資
を
有
し
な
い
法
人
の

う
ち
従
業
員
の
数
が
１
，０
０
０
人
以
下
の

法
人

  

軽
減
割
合

・
事
業
収
入
が
前
年
同
期
比
で
50
％
以
上
減

少
し
て
い
る
場
合

　
↓

全
額
免
除

・
事
業
収
入
が
前
年
同
期
比
で
30
％
以
上

50
％
未
満
減
少
し
て
い
る
場
合

　

↓

２
分
の
１
軽
減

  

申
告
方
法

　

申
告
書
を
記
載
の
上
、
必
要
関
係
書
類
を

添
え
て
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
に

確
認
を
受
け
た
後
、
そ
の
申
告
書
と
必
要
関

係
書
類
を
２
月
１
日（
締
切
厳
守
）
ま
で
に
市

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
な
ら
び

に
任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方

を
除
く
）
が
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
の
保
険
料

　

付
加
年
金
の
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円

で
す
。

付
加
年
金
額

　

付
加
年
金
額
は
、
「
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
年
金
を
受
け

取
り
始
め
て
２
年
で
、
納
付
し
た
付
加
保

険
料
の
合
計
額
に
見
合
う
付
加
年
金
額
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】

付
加
保
険
料
を
20
年
間
（
２
４
０
月
）

納
め
て
い
た
場
合

付
加
保
険
料
（
納
付
額
）
４
０
０
円
×　

２
４
０
月
＝
９
６
，
０
０
０
円

付
加
年
金
額
（
年
額
）
２
０
０
円
×　
　

２
４
０
月
＝
４
８
，
０
０
０
円

※
な
お
、
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ

ん
。

役
所
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
中
の
土
日
祝
日
の
提
出
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
日
直
に
て
お
預
か
り
い
た

し
ま
す
。
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
に
つ
い

て
は
２
月
１
日
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
２
月
１
日
を
過
ぎ
ま
す
と
申
告
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
書
は
市
役
所
税
務
課
窓
口

お
よ
び
Ｈ
Ｐ
、
左
記
支
援
機
関
に
て
配
布

し
て
お
り
ま
す
。

  

市
内
の
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

・
勝
浦
市
商
工
会　

　

☎
73

－
０
１
９
９

・
京
葉
銀
行 

勝
浦
支
店

　

☎
73

－

１
２
３
１

・
千
葉
興
業
銀
行 

勝
浦
支
店

　

☎
73

－

７
８
１
１

・
千
葉
銀
行 

勝
浦
支
店

　

☎
73

－

１
１
２
１

・
銚
子
信
用
金
庫 

勝
浦
支
店

　

☎
73

－

０
１
０
２

・
房
総
信
用
組
合 

勝
浦
支
店

　

☎
73

－

０
０
２
５

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、eLTA

X

（
電
子
申
請
）
や
郵
送

に
よ
る
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課 

資
産
税
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
２
４

注
意
事
項

・
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
み
を
し

た
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希
望
し

な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納
付
辞
退
申

出
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
学
生
納
付
特

例
、
納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
方
や
、
厚

生
年
金
の
加
入
者
や
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の

②
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

③
印
鑑

申
込
先　

市
民
課 

国
保
年
金
係

問
合
せ

▽
市
民
課 

国
保
年
金
係

　

☎
73

－

６
６
１
１

▽
千
葉
年
金
事
務
所　

　

☎
０
４
３

－

２
４
２

－

６
３
２
０

申請期限は
２月１日まで
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市
・
県
民
税
の
申
告
と

　
　
　
　 

所
得
税
の
確
定
申
告

始まります！
　

確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
が
引
か

れ
て
い
る
方
は
、
控
除
の
追
加
な
ど

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
所
得
税
を
納
付
す
る
方

　

個
人
事
業
主
や
不
動
産
収
入
の
あ

る
方
、
不
動
産
や
株
式
な
ど
を
譲
渡

し
た
方
、
ま
た
は
年
末

調
整
未
済
の
給
与
所
得

が
あ
る
方
な
ど
は
、
申

告
の
上
、
所
得
税
を
納

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
申
告
会
場
の
入
場
制
限
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
会
場
内
の
混
雑
と
密
集
を

避
け
る
た
め
、
以
下
の
方
法
で
申
告
さ
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
作
成
し
、
そ
の
ま
ま
送
信

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お

よ
び
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
で
す
。

　

手
書
き
し
た
確
定
申
告
書
や
、
国
税
庁

Ｈ
Ｐ
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作

成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
て
郵
送
す
る
方

法
で
す
。

郵
送
先

　

茂
原
税
務
署

　

市
県
民
税
の
申
告
書
を
手
書
き
し
、
郵

送
す
る
方
法
で
す
。
昨
年
度
市
県
民
税
の

申
告
を
し
た
方
に
は
、
今
年
度
分
の
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
。

郵
送
先

　

勝
浦
市
役
所

　

来
場
し
て
の
申
告
相
談
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
そ
の
際
は
、
「
マ
ス
ク
の
着
用
」

「
少
人
数
で
の
来
場
」
「
入
場
時
の
検
温
と

手
指
の
消
毒
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方

③
所
得
証
明
書
が
必
要
な
方

　

市
営
住
宅
や
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

て
も
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

④
年
金
申
告
不
要
制
度
に
該
当
す
る
方

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
の
方
は
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
年
金
以
外
の
所
得
や
控
除
に
つ

い
て
は
、
市
県
民
税
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
右
記
に
該
当
す
る
か
不
明
で
あ
る
場
合
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
（
火
）～
３
月
15
日
（
月
）

　
市
で
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所

得
税
の
確
定
申
告
相
談
、
茂
原
税
務
署

で
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
申
告
の
内
容
と
受
付
日

を
確
認
の
上
、
早
め
に
正
し
く
申
告
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

１
．「
私
っ
て
申
告
が
必
要
な
の
？
」

来
場
不
要
！

自
由
な
時
間
に

　
　
　
　

申
告
で
き
ま
す

▼
確
定
申
告　

ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ

▼
確
定
申
告　

郵
送

▼
市
県
民
税
申
告　

郵
送
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２
．会
場
と
日
程

３
．申
告
に
必
要
な
書
類

会　場 期　間 受　付

市役所１階
市民ロビー

２月１６日（火）～３月１５日（月）
※土日・祝日を除く

８時３０分～１６時
（提出は１７時まで）

上野集会所 ３月２日（火）

９時～１５時総野集会所 ３月３日（水）

興津集会所
（元興津中学校） ３月４日（木）

必要なもの 備　　考

印鑑 スタンプ印は不可

本人確認書類
マイナンバーカードまたは通知カード
※通知カードの場合は、本人確認書類（免許証、保険証、パスポートな
ど）が必要です。

収入が分かるもの

▶︎給与や年金の源泉徴収票
▶︎農業、漁業、営業などの事業収入は売上額や仕入れ額、経費などを集
計した帳簿、資料など
▶︎不動産や株の譲渡にかかる売買価格・経費などが分かる資料

控除するものが
分かるもの

▶︎国民年金の控除証明書または領収書
▶︎生命保険・個人年金・地震保険などの控除証明書
▶︎勝浦市以外の国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の
納付証明書または領収書
▶︎医療費控除の明細書
　令和２年分確定申告から明細書の作成が必須になりました。あらかじ
め整理・作成しておいてください。医療費通知の添付をもって記載を
省略できます。

口座が分かるもの 通帳やカードなど、所得税の還付先口座が分かるもの

・そのほか、前年の申告書や収支内訳書などのコピーをお持ちください。
・青色申告の方は青色決算書を作成の上ご来場ください。

  

市
役
所
会
場
に

    

来
ら
れ
る
方
へ
お
願
い

　

申
告
期
限
間
近
に
な

る
と
会
場
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。
市

役
所
会
場
は
混
み
具
合

に
よ
り
、
受
付
時
間
を

早
く
締
め
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
15
時
頃
ま
で
に
来

場
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

  

期
間
前
確
定
申
告
の

  

　
　
　
　
　
　  
ご
案
内

　

所
得
税
還
付
の
た
め

の
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
茂
原
税
務
署
に
て

１
月
４
日
か
ら
期
間
前

申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
人
が
集
中
す

る
期
間
を
避
け
る
こ
と

で
円
滑
に
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
受
付
・

来
署
の
方
法
に
つ
い
て

は
事
前
に
国
税
庁
Ｈ
Ｐ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問合せ　
　▶︎確定申告に関すること　　　　茂原税務署　　 ☎０４７５－２２－２１６６
　▶︎市・県民税申告に関すること　税務課 課税係　☎７３－６６２３
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　塩田病院では、新型コロナウイルスの検査体制の拡充、救急医療体制の確保を図るため、発熱外来の
開設とＰＣＲ検査室を設置しました。これにより、塩田病院を受診し医師よりＰＣＲ検査が必要と認め
られた方が、早期に検査を受け、新型コロナウイルスの陰・陽性を判定した上で、適切な治療・療養を
受けることが可能となります。なお、コロナウイルス感染拡大防止の観点から、風邪の症状などがある
方は直接塩田病院に来院するのではなく、事前に電話でお問い合わせください。

塩田病院に発熱外来が
開設されました

市
内
の
観
光
関
連
事
業
者
を
対
象
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

検査の対象となる方
▶︎塩田病院を受診し、医師からＰＣＲ検査が必

要と診断された方
▶︎保健所より指示のあった方
※いずれの場合も、保険診療の対象となります。
検査の流れ
①発熱や風邪などの症状などがある場合は、事

前に塩田病院へ電話で相談します。
②来院日時などは病院の指示に従ってくださ

い。状況によってはご自宅で経過観察をお願
いする場合もございます。

問合せ　塩田病院　☎７３－１２２１

　

感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
を
は
か
る
た
め
、
市
内
の
観
光
関

連
事
業
者
（
宿
泊
、
飲
食
、
小
売
業
な

ど
接
客
を
伴
う
方
）
を
対
象
と
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

密
を
防
ぐ
た
め
、
12
月
８
日
・
９
日

の
２
日
間
、
計
３
回
に
分
け
行
っ
た
こ

の
講
習
会
。
講
師
に
観
光
危
機
管
理
が

専
門
の
高
松
正
人
さ
ん
（
観
光
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
研
究
所
）
を
迎
え
、
接
客
の
現

場
で
必
要
と
な
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
正
し
い
知
識
と
正
し
い
対
策
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
の
基
本
と
な
る
、
消
毒

液
を
用
い
た
正
し
い
手
指
消
毒
の
仕
方

や
、
共
用
す
る
部
分
の
消
毒
方
法
な
ど

は
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
て
い
ね
い
に

解
説
。
業
種
別
、
場
面
別
で
の
感
染
リ

ス
ク
や
そ
の
対
策
方
法
な
ど
、
時
に
参

加
者
と
確
認
し
な
が
ら
、
お
よ
そ
２
時

間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
よ
く
理

解
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
対
策

を
し
っ
か
り
と
続
け
て
い
き
た
い
」

「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
入
り
、
わ
か
り
や

す
く
て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
さ
ら
な

る
感
染
対
策
に
む
け
、
手
ご
た
え
を
つ

か
ん
だ
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方

に
、
「
受
講
証
明
書
」
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。

問
合
せ　

観
光
商
工
課 

定
住
・
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
係

　

☎
73

－

６
６
８
７

▽女子の部　　
　優　勝　野村　悠乃・石井　結菜（長狭高）
　準優勝　中村　菜和・山本　実穂（大原高）
　第３位　青木　理恵・青柳　幸子（勝浦クラブ・黒潮クラブ）
　　　　　指宿　結歩・渡邉　楓花（大原高）
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MY STAGE

間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
よ
く
理

解
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
対
策

を
し
っ
か
り
と
続
け
て
い
き
た
い
」

「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
入
り
、
わ
か
り
や

す
く
て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
さ
ら
な

る
感
染
対
策
に
む
け
、
手
ご
た
え
を
つ

か
ん
だ
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方

に
、
「
受
講
証
明
書
」
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。

問
合
せ　

観
光
商
工
課 

定
住
・
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
係

　

☎
73

－
６
６
８
７

市
俳
句
会
　

風
呂
吹
き
に
柚
味
噌
か
ら
め
口
緩
む

　
　
田
畑
祥
泉

干
し
大
根
今
で
も
胸
に
残
る
人
　
　
　酒

井
良
司

た
め
息
も
言
葉
の
ひ
と
つ
枇
杷
の
花

田
中
一
生

ひ
っ
そ
り
と
根
方
囲
み
て
朴
落
葉
　
　
　
　

　
　
　
　
北
条
杜
岡

歳
重
ね
手
編
み
の
シ
ョ
ー
ル
重
く
な
り
　

　
　
　
関
野
汀
華

岬
い
ま
寒
の
日
輪
没い

ら
ん
と
す

　
　
藤
井
和
子

籠か
ご
ざ
る
み

笊
箕
愛
宕
暮
市
懐
か
し
む

　
　
田
邉
観
潮

俳
句
（
一
般
）

山
眠
る
漸
く
開
き
し
ジ
ャ
ム
の
蓋

江
澤
茂
子

初
凪
や
白
き
船
体
凛
と
し
て

岡
村
朋
子

市
短
歌
会

深
夜
目
覚
め
な
お
目
を
瞑つ

む

る
枕
辺
の

　
点
滴
換
え
る
若
き
看
護
師

那
須
真
治

痛
む
膝
経
年
劣
化
で
交
換
に

　
歩
い
て
走
り
し
七
十
余
年

大
槻
晏
子

七
五
三
七
歳
迎
え
て
一
年
生

　
笑
い
こ
ぼ
れ
て
友
と
の
遊
び

藤
江
あ
け
み

真
夜
中
に
救
急
車
の
サ
お

と

イ
レ
ン
迫
り
来
る

　
し
ん
と
鳴
り
や
み
胸
騒
ぎ
の
す
る

遠
藤
久
子

ゴ
ン
ズ
イ
の
実
は
空
に
あ
り
絶
対
の

　
幸
せ
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
し
事
ぞ
と岩

崎
千
恵

昨よ

べ夜
の
雨
上
が
り
て
石つ

わ蕗
の
黄
の
色
を

　
花
瓶
に
挿
せ
ば
花
の
香
は
濃
き

黒
沼
令
子

ゆ
る
ゆ
る
と
い
ち
ょ
う
散
ら
し
つ
秋
ゆ
け
り

　
皇
帝
ダ
リ
ア
咲
か
せ
し
ま
ま
に

渡
辺
洋
子

馬う

ま

く

た

来
田
の
田
園
地
帯
走
り
ゆ
く

　
大
空
の
下
富
士
遠
く
み
ゆ

松
村
憲
子

「
ピ
チ
ッ
」
と
鳴
る
足
を
ず
ら
せ
ば
椎
の
実
の

　
終
の
姿
に
秋
深
ま
り
ぬ

小
沢
き
み
枝

台
風
を
避
け
し
紅も

み

じ葉
の
鮮
や
か
さ

　
何
か
あ
や
う
い
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
な
ん
て吉

野
佳
世
子

さ
ざ
ん
か
の
舞
い
散
る
庭
に
秋
の
風

　
コ
ロ
ナ
気
に
な
り
心
は
晴
れ
ず

佐
藤
歌
子

大
豆
干
す
背せ
な

に
つ
め
た
き
ひ
か
り
差
す

秋
逝
き
疫え

や病
み
の
霜
月
と
な
る

里
見
絹
枝

産
土
の
宮
の
段
き
ざ
は
し

黄
に
染
め
て

　
銀
杏
散
り
敷
く
夕
日
を
浴
び
て

鈴
木
芳
子

蝋
梅
の
莟
ふ
く
ら
み
水
道
の

　
か
す
か
な
温
み
消
え
て
年
の
瀬

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

マ
ス
ク
し
て
く
も
り
し
メ
ガ
ネ
冬
の
風

　
お
寺
参
道
足
速
に
行
く

鎗
田
幸
雄

靖
國
の
宮
居
の
奥
の
大
鏡

　
映
す
や
兄
の
若
き
面
影

福
山
富
二

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
19
日
号
は
１
月
29
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽男子の部　　
　優　勝　橋岡　希望・渡邉　颯葉（大原高・木更津総合高）
　準優勝　中村　　隼・藤平　凌久（大原高）
　第３位　江澤　翔太・大平　風斗（大原高）
　　　　　横山　拓哉・川上　暁登（長狭高）

第４６回勝浦市秋季ソフトテニス大会

▽女子の部　　
　優　勝　野村　悠乃・石井　結菜（長狭高）
　準優勝　中村　菜和・山本　実穂（大原高）
　第３位　青木　理恵・青柳　幸子（勝浦クラブ・黒潮クラブ）
　　　　　指宿　結歩・渡邉　楓花（大原高）
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

（有料広告）（有料広告）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
（
意
見
公
募
）
を
実

施
し
ま
す

年
金
出
張
相
談
会（
３
月
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協

働
に
よ
る
市
政
の
推
進
の
た
め
、
市

の
政
策
を
定
め
る
計
画
の
策
定
や
条

例
の
制
定
・
改
廃
な
ど
の
案
を
広
く

公
表
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

案
件
名　

勝
浦
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）

概
要

　

国
の
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
お
よ
び
「
行
政
機
関
の

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
情
報
で

あ
る
指
紋
デ
ー
タ
や
旅
券
番
号
な

ど
の
個
人
識
別
符
号
に
係
る
個
人

情
報
へ
の
定
義
の
明
確
化
や
個
人

に
対
す
る
不
当
な
差
別
ま
た
は
偏

見
が
生
じ
な
い
よ
う
、人
種
、信
条
、

病
歴
お
よ
び
犯
罪
の
経
歴
な
ど
、

特
に
配
慮
を
要
す
る
個
人
情
報
を

明
確
に
し
、
要
配
慮
個
人
情
報
と

し
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

公
募
期
間　

　

１
月
12
日
㈫
～
２
月
10
日
㈬

公
表
資
料　

勝
浦
市
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）
お
よ
び
そ
の
概
要

日
時　

３
月
23
日
㈫　

10
時
～
15
時

※
完
全
予
約
制　

先
着
15
人

場
所　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

予
約
受
付
期
間

　

２
月
12
日
㈮
～
３
月
９
日
㈫

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
４
３

－

２
４
２

－

６
３
２
４

　
（
９
時
～
17
時
）

※
予
約
の
際
に
相
談
希
望
者
お
よ
び

配
偶
者
の
「
氏
名
（
旧
姓
）」・「
生

年
月
日
」・「
住
所
」・「
基
礎
年
金

番
号
」・「
相
談
の
内
容
」・「
電
話

番
号
」
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

「
厚
生
年
金
の
各
種
請
求
」、「
年

金
の
受
給
（
見
込
）
額
」、「
年
金

の
加
入
記
録
の
確
認
」
な
ど
年
金

の
給
付
に
関
す
る
こ
と
。

問
合
せ　

　

千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
４
３

－

２
４
２

－

６
３
２
０

興津集会所での
予約図書受け取りサービスを開始します

　２月２日（火）より、図書館で貸し出している本などを予約いただき、興津集会所で受け取れるサービ
スを開始します。予約は電話やインターネットで行うことができます。
予約方法
　▽電話の場合は、図書館にお電話いただき、予約をしてください。
　▽インターネットの場合は、受取場所を「興津集会所」に指定してください。
　※インターネット予約を利用するにはパスワードの登録が必要です。
受取方法
　用意ができ次第、図書館より連絡いたします。その後、興津集会所でお受け取りください。
返却場所
　▽興津集会所窓口（開館時間外や休館日は、受け入れできません）
　▽図書館（開館時間外や休館日に返却する場合は、返却ポストをご利用ください）
　▽移動市役所
　※このサービスを利用するには図書館の利用者登録が必要です。詳細は図書館までお問い合わせください。
問合せ　勝浦市立図書館　☎７３－０３００

閲
覧
場
所　

市
役
所
１
階
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
３
階
総
務
課
、
興
津

集
会
所
、
図
書
館
、
市
Ｈ
Ｐ

募
集
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル

問
合
せ

　

総
務
課 

総
務
係

　

〒
２
９
９

－

５
２
９
２

　

勝
浦
市
新
官
１
３
４
３

－

１

　

☎
73

－

６
６
４
６

　
　

73

－

３
９
３
７

　
　

soum
u-s@

city-katsuura.jp

Fax
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第３日曜日 １月１７日 8：30 ～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付・更新を行っています。

第１日曜日 ２月　７日

第３日曜日 ２月２１日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市県民税　　　：４期　納期　　２月１日（月）
○国民健康保険税：７期　納期　　２月１日（月）
○介護保険料　　：６期　納期　　２月１日（月）
○後期高齢者　　：７期　納期　　２月１日（月）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課 収納係　☎７３－６６２２

子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

令
和
２
年
第
２
回
夷
隅

郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
臨
時
会
会

議
結
果

動
物
愛
護
事
業（
２
月
）

　

市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の｢

個

別
検
診｣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
20
代
、

30
代
の
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も

多
い
の
が
子
宮
頸
が
ん
で
す
。
そ
の
要

因
の
一
つ
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

る
人
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

２
月
27
日
㈯
ま
で

対
象　

20
歳
以
上
の
女
性

実
施
医
療
機
関

▽
塩
田
病
院
（
水
曜
日
の
み
）

　

９
時
～
11
時

　

☎
73

－

１
２
２
１

▽
も
り
か
わ
医
院

　

午
前
（
月
～
土
）

　

９
時
～
11
時
30
分

　

午
後
（
月
火
金
土
）

　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

　

☎
87

－

３
３
４
７

受
診
方
法　

必
ず
受
診
さ
れ
る
医
療

機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら
、
受
診

を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
票
は
、

医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
10
月
に
実
施
し
た
市

の
集
団
検
診
を
受
診
し
た
方
は
、

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

検
診
料
金　

１
，
０
０
０
円

※
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
各
医
療
機

関
か
ら
報
告
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課 

健
康
管
理
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
１
４

議
案
番
号
／
件
名
／
議
決
結
果

議
案
第
18
号

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

↓

原
案
可
決

議
案
第
19
号

「
令
和
２
年
度
夷
隅
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）」

↓

原
案
可
決

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合

　

☎
86

－

６
６
０
０

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
富
里
市
御
料
７
０
９

－

１
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室（
事
前
予
約
制
）

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

２
月
17
日
㈬

　
　
　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
５
人

▽
実
技
講
座
（
※
基
礎
講
座
の
受
講
が

必
要
。
飼
い
犬
同
伴
（
公
財
）
千
葉

県
動
物
保
護
管
理
協
会
が
開
催
）

日
時　

２
月
17
日
㈬

　
　
　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
５
組
ま
で

※
実
技
講
座
の
予
約
番
号

　

☎
０
４
３

－

２
１
４

－

７
８
１
４

【
犬
や
猫
と
の
出
会
い
の
場

　
　
　
　
　

 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
）】

　

県
民
の
方
が
飼
っ
て
い
る
犬
猫
の

新
し
い
飼
い
主
さ
ん
を
探
し
て
い
ま

す
。
詳
細
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ッ
チ
ン
グ
は
両
者
間
で
メ
ー
ル

で
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/dogcat-m
eeting.htm

l

申
込
・
問
合
せ　

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

－

93

－

５
７
１
１

　
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た

め
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
Ｈ
Ｐ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

aigo/

HPHP

（有料広告）
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Katsuura 
Topics

　千葉県の教育・文化の発展に貢献した功績がたた
えられ、勝浦市婦人会（栗原光子会長）が千葉県教育
功労者表彰を受賞し、11月30日、岩瀬教育長へ受賞
の報告をされました。市婦人会は、長年にわたり市内
のボランティア活動に積極的に取り組んでこられま
した。また、今年は新型コロナウイルス感染症予防
のためにほかの団体と協力して、市内保育所、こども
園、小中学校に手作りマスクの配布を行うなど、社会
教育の振興・発展に多大なる貢献をされました。

　長年にわたる環境美化活動で、地域の環境衛生の
保持改善を行った功績がたたえられ、あじさいの会
（吉田貞子会長）が、秋季善行表彰（（一社）日本善行
会主催）で善行銅章を受章されました。あじさいの
会はおよそ40年にわたり、墨名歩道トンネルの清掃
活動を中心に、地元の清掃活動に参加するなど、環境
美化活動に尽力されました。会長の吉田さんは「メ
ンバーの皆さんの協力があったからこそ、活動が続
けられました」と、感謝の思いを話してくれました。

社会教育の発展に貢献

市婦人会に教育功労者表彰
市内の環境美化に尽力

あじさいの会に善行銅章

岩瀬教育長と勝浦市婦人会のみなさん土屋市長に受章の報告

おめでとうございます
～長年の功労がたたえられる～
　内閣府から令和２年秋の叙勲などの受章者が発表され、市内では森淑仁さん、江澤始一さん、
渡邉浩臣さん、渡辺幸治さんの４人が栄誉に輝きました。

危険業務従事叙勲
瑞宝単光章

渡辺　幸治さん
（大森）

〔元夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防司令長〕

秋の叙勲
瑞宝双光章

渡邉　浩臣さん
（大森）

〔元勝浦市消防団長〕

秋の叙勲
瑞宝双光章

江澤　始一さん
（部原）

〔元勝浦市収入役〕

秋の叙勲
瑞宝中綬章

森　淑仁さん
（興津久保山台）

〔東北大学名誉教授〕

10KATSUURA 2021.1.8



Katsuura Topics

　恒例となった松野区自主防災会の防災訓練が12
月６日に行われ、地元の方、消防団員など、およそ80
人が参加しました。参加された方は、訓練用消火器を
使った初期消火訓練や、新型コロナ禍における避難
時の注意点、食料や生活必需品の備蓄方法などを確
認していました。松野区では毎年、初期消火訓練を
実施しています。参加された方が消火器を手際よく
扱うその姿は、継続して取り組むことの重要性を物
語っていました。

　11月26日、総野小学校（鈴木誠二校長）で、児童
や保護者を対象とした食育教室が行われました。野
菜ソムリエの髙原和江さんを講師に招き、体をつく
るために欠かせない野菜の特長を解説。クイズも行
われ、映し出された野菜の花がゴボウだとわかった
瞬間、子どもたちはその意外性に思わず「えぇー」と
声を出し驚いていました。このほかにも、給食の時間
を使った栄養士による食育活動も学年ごとに行って
おり、こうした積み重ねが「市内で給食の残食が一番
少ない学校」へとつながっているようです。

　12月７日、豊浜小学校（海老根道昭校長）で、登下校
中に地震が発生し、津波警報が発令された場面を想定し
た避難訓練が行われました。子どもたちは付き添いの
先生の合図で地震発生を知ると、ランドセルで頭を守り
身の安全を確保。その後、津波警報が発令された想定の
もと、お互いに声をかけあいながら速やかに高台へ避難
しました。豊浜小学校は高台に建てられていますが、通
学路は海に近い場所が多く、災害時の危険度が増すこと
から、毎年欠かさずこの訓練が実施されています。

　多年にわたり食品衛生の普及向上に尽力された
岩堀和良さん（興津）に、「令和２年度食品衛生事
業功労者厚生労働大臣表彰」が贈呈されました。
この表彰は、食品衛生行政に対する協力や業界の
指導育成などに顕著な功績があった方に贈られる
ものです。岩堀さんは「家族の協力のおかげです
ね。また、夷隅保健所のご指導のたまものだと思
います」と、受賞の喜びを語ってくれました。

いざというときの備え

松野区で初期消火訓練
野菜の魅力を大発見

総野小学校で食育教室

もしものときのため

豊浜小学校 
登下校中の避難訓練

食品衛生と真摯に向き合う

岩堀さんへ厚労大臣表彰

野菜の大切さがわかったかな？いざという時に慌てないように

表彰を受けた岩堀さん地震発生を想定 まずは身を守る行動
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
浦
市
で
活
躍
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
の
様
子
や
取
り

組
み
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Vol.3

〜 

こ
の
街
の「
未
来
」
を
一
緒
に
見
た
く
て 

〜

石
田
隊
員

倉
橋
隊
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
く
ら
ぴ
ー
こ
と
、

倉
橋
定
良
で
す
。

　

先
日
、
勝
浦
市
ま
ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
が
毎
年
行
っ
て
い
る
、
年
に
１
回
の

市
外
研
修
勉
強
会
に
同
行
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド
と
は
、
観
光
で
訪

れ
た
お
客
さ
ま
の
依
頼
を
受
け
て
神
社
や
お

寺
、
朝
市
な
ど
、
名
所
の
歴
史
を
説
明
し
な

が
ら
同
行
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
、
結
成
10
年
目
を
迎
え
た
「
勝
浦
市

ま
ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド
」
の
メ
ン
バ
ー
は
全

部
で
15
人
い
て
、
そ
の
う
ち
２
人
は
市
外
か

ら
移
住
さ
れ
た
方
だ
そ
う
で
す
。

　

訪
れ
た
町
の
ガ
イ
ド
の
方
が
案
内
さ
れ
る

様
子
を
見
な
が
ら
、
参
考
に
な
る
部
分
を
自

分
た
ち
の
活
動
に
取
り
入
れ
よ
う
と
始
ま
っ

た
こ
の
勉
強
会
。

　

今
回
は
銚
子
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

銚
子
市
の
現
地
同

行
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、

各
ス
ポ
ッ
ト
に
も
説

明
人
員
が
配
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

詳
し
い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
ち
歩
き

ガ
イ
ド
の
方
に
案
内

し
て
い
た
だ
く
と
、

普
通
に
行
っ
た
だ
け

で
は
気
づ
か
な
い
事

も
た
く
さ
ん
知
る
事

が
出
来
ま
す
。

　

現
在
、
勝
浦
市
ま

ち
歩
き
観
光
ガ
イ
ド

で
は
、
新
規
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
勝
浦
市
在
住

の
方
で
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
観
光
に
訪
れ

た
お
客
さ
ま
に
案
内
を
し
て
み
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
勝
浦
市
観
光
協
会
（
☎
73

－

２
５
０
０
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
勝
浦
を
訪
れ
る
ご
家
族
や
グ
ル
ー

プ
の
方
。
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
を
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
知
ら

な
い
勝
浦
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
こ
ち
ら
も
勝
浦
市
観
光

協
会
ま
で
。

　

連
日
更
新
中
の
、
勝
浦
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「
日
々
、
か
つ
う
ら
」、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
石
田

で
す
。
今
回
の
勝
浦
朝
市
出
店
者
紹
介
は
、
勝

浦
朝
市
し
ん
こ
う
会
副
会
長
を
さ
れ
て
い
る

鈴
木
幸
子
さ
ん
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、「
三
共

水
産
」
の
屋
号
で
手
作
り
の
ひ
も
の
、
鮮
魚
、

お
惣
菜
な
ど
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
型
店

に
は
な
い
よ
う
な
豊
富
な
種
類
の
ひ
も
の
や
、

勝
浦
漁
港
で
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
カ

ツ
オ
や
マ
グ
ロ
な
ど
を
一
本
丸
ご
と
買
え
る

の
が
魅
力
で
す
。

　

35
年
前
か
ら
朝
市
に
出
店
し
て
い
る
鈴
木
さ

ん
に
出
店
の
き
っ
か
け
を
聞
く
と
、「
ま
だ
私

が
幼
か
っ
た
頃
に
実
家
の
母
が
、
畑
で
野
菜

や
花
を
作
り
、
朝
市
に
出
店
し
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
」
と
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
活

の
一
部
に
朝
市
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

  

「
朝
市
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、

の
ど
か
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
い
て
心
が
暖
か
く

な
る
な
ぁ
。こ
ん
な
所
で
商
売
し
た
い
な
ぁ
と
、

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
朝
市
へ
の
憧
れ
の
原
点

で
す
」
笑
顔
で
接
客
す
る
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、

そ
の
頃
の
思
い
が
今
も
な
お
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
朝
市
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
か
？
と
の
質
問
に
は
、「
昔
な
が
ら
の

素
朴
さ
が
勝
浦
朝
市
に
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性

視
点
で
見
る
と
も
っ
と
彩
り
や
遊
び
心
が
あ
っ

た
方
が
、
来
場
者
も
出
店
者
も
よ
り
生
き
生
き

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
の
朝
市
の
も

つ
風
情
や
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
年
間
を

通
じ
て
定
番
の
イ
ベ
ン
ト
や
一
風
変
わ
っ
た
企

画
な
ど
で
女
性
や
子
ど
も
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
、
華
や
か
で
温
か
い
雰
囲
気
作
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
朝
市
の
さ
ら
な

る
魅
力
ア
ッ
プ

を
目
指
す
。

  

「
こ
れ
か
ら
の

朝
市
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い

で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
こ
れ

か
ら
変
化
し
て

い
く
勝
浦
朝
市

を
ぜ
ひ
の
ぞ
き

に
来
て
く
だ
さ

い
！
」
と
、
優

し
い
笑
顔
で
呼

び
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。

▲ facebook

▲ Instagram

12KATSUURA 2021.1.8



介護用の口腔ケア用品　

360°歯ブラシ
歯ブラシの毛が 360°全体についている歯ブラシです。高齢になると力が入りにくく、
まひやしびれなどがあると細かく手を動かすことが困難になります。360°歯ブラシ
を使えば歯ブラシの角度を変えることなく、歯ブラシを当てることが出来ます。

スポンジ歯ブラシ 歯ブラシの毛の代わりにスポンジが付いています。歯茎を傷つけ
ることなく、優しく汚れを取り除くことができます。

歯みがき
ウェットティッシュ

割りばしや指に巻き付けて歯をぬぐうことができます。水を使わ
ずに口腔ケアができます。

口腔用保湿ジェル 口腔内に塗り、乾燥を防ぐジェルです。乾燥が続くと菌が繁殖し
やすくなり、口臭の原因にもなります。

地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

　口腔ケアとは、口腔内を清潔に保つことや、口腔の機能を維持改善することをいいます。口腔機能を
維持することは、呼吸といった基本的生命保持はもちろん、健康な食生活の確保、社会生活の維持に必
要なコミュニケーションツールとしての役割など、心身ともに健康的な生活を実現するためにとても重
要です。
　口から食事をとれない場合でも口腔ケアは必要です。噛むことが少なくなると唾液が減少し、口腔内
が乾燥します。口腔内が乾燥していると細菌が繁殖しやすくなり、感染症を起こしやすくなります。さ
らに細菌を含むだ液を誤嚥 (ごえん ) すると、誤嚥性肺炎を起こす場合があります。そこで今回は、介
護が必要な方の歯みがきの仕方について紹介します。

体に良いことたくさん！口腔ケア
～いつまでもおいしく、安全に食べる楽しみを～

問合せ　勝浦市地域包括支援センター　☎︎７３－６６１５

①やさしく磨く
　歯茎に触れて痛くない程度
の力で磨きましょう。介護者
が磨く場合は痛みが伴うと拒
否の原因にもなりますので、
注意しましょう。

④ 10～ 20回小刻みに動かす
　歯ブラシを当てた部分に対し、10
～ 20回小刻みに歯ブラシを動かし
磨きましょう。大きく動かさず1～
2本の歯を目安に動かしましょう。

②歯と歯の間、歯と歯茎
の境目を磨く
　境目は食べかすが残りや
すく虫歯の原因になります。
表面だけではなく、間を意
識し、1本1本磨きましょう。

⑤磨く順番を決めておく
　磨き残しをなくすためにも、毎回磨く
歯の順番を決めておきます。上の歯を磨
ききってから下の歯を磨くなど、自分が
覚えやすい順番を決めるとよいでしょう。

③歯に対して90度に歯ブラシ
をあてる

　歯ブラシの前面を歯に対して
90度に当てて磨きます。歯にあ
わせて歯ブラシの角度を変えて
磨くことが大切です。

本人ができる場合はできるだけ本人に行ってもらうようにしましょう。

歯みがきをした後、介護者は磨き残しがないか確認します。その際、磨き
残しや口腔内の腫れ・乾燥などの異常がないかチェックしましょう。

介護者への
ワンポイント

◦ 歯みがきの仕方 ◦

あると便利なアシスト役 !!

介護に関する情報を
わかりやすくシリーズで
お伝えします！
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太陽のほほえみ

勝浦小学校　６年

芒崎　瑞生 

  「料理で
幸せに」

勝浦小学校　６年

祝原　桜佳
　私の将来の夢は、ヘアメイクアップアーティ
ストになることです。私は小さいころ重い病気
にかかり、髪の毛がたくさんぬけることがあり
ました。とても悲しい思い出です。ある日、病
気が良くなり髪の毛が増えてきた私に、お母さ
んがヘアアレンジをしてくれました。その時の
うれしい気持ちを今でもよく覚えています。そ
の経験から、勇気や自信をもたせてあげられる
ヘアメイクアップアーティストを目指すように
なりました。
　私のように病気になってしまった子どもから、
テレビで活やくする女優さんまで、いろいろな
人にヘアメイクをしたいです。私の力で多くの
人をかがやかせられたらうれしいです。

　ぼくの将来の夢は、調理師になることです。
　ぼくの父は調理師です。厨房に立ち、お客さ
まのためにおいしい料理を作る父の背中に、昔
から憧れていました。これが、調理師になろう
と思ったきっかけです。
　父は、ぼくにたくさんの手料理を作ってくれ
ます。どの手料理もとてもおいしいです。そん
な優しい父に、自分も調理師になって恩返しを
したいという思いもあります。
　これらの理由で、ぼくは将来調理師になりた
いです。お店に来てくれたお客さまに、食べる
幸せと喜びを提供できるような立派な調理師に
なれるよう、これからも頑張っていきたいです。

 「私の力で
みんなを笑顔に」
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